
 

 

 

 

 

Ⅲ 令和３年度の事業計画と予算 

 



 

１ 令和３事業年度予算の概要 

 

令和３事業年度は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受けた地域経済の活性化や観光

等の振興のため、播但連絡道路の平日上限料金（社会実験：平成 29 年度～令和２年度）を令和

４年度まで２年間延長するとともに、北近畿豊岡自動車道の日高神鍋高原 IC～但馬空港 IC 間

開通（令和２年 11 月）による但馬・播磨地域間の移動時間短縮も踏まえ、県・沿線市町と連携

し、沿線の観光施設等を巡るカードラリーの実施などにより播但連絡道路の利用促進を図る。 

 

また、播但連絡道路の供用後 35 年を経過した区間が６割を超えるなか、将来にわたって健

全な状態で管理していくため、橋梁･トンネルの大規模修繕及び新たな橋梁耐震対策を着実に

実施する。損傷の著しい緊急度の高い判定区分Ⅲに該当する市川大橋など全 16 橋について、

順次工事を発注し、令和５年度までに全工事を完了させる。なお、予防保全の観点から、イン

フラ長寿命化計画（Plan）に基づき、修繕（Do）、５年に一度の法定点検（Check）や日常点検

により、常に改善・見直し（Action）を行うＰＤＣＡサイクルによる計画の見直しを適宜行い、

ライフサイクルコストの縮減に努める。さらに、トンネル照明のＬＥＤ化や道路法面対策等の

維持修繕、ＥＴＣ･道路附属設備等の更新など、安全・安心で快適な道路環境の確保を図る。 

 

なお、新型コロナウイルス感染症の影響による料金収入等が減収となるなか、引き続き料金

収入の状況を注視しつつ業務の効率化と維持管理費の縮減に取り組むとともに、ＥＴＣ専用化

に向けた国等の動向を踏まえ、料金収受のあり方についても検討していく。 

 

これらの実施にあたり令和３事業年度当初予算は、収入３６，３５４百万円、支出は 

３６，８９６百万円を計上する。また、債務負担行為限度額は２，０９７百万円を計上する。 



 

２ 事 業 計 画 

 令和３事業年度の計画を次のとおりとする。 

⑴  収  入 

① 道路料金収入 

管 理 区 間 予 定 収 入 路  線  延  長  (㎞) 

播 但 連 絡 道 路 4,288,662 ６５．１ 

遠 阪 ト ン ネ ル 830,772 ４．７ 

計 5,119,434 ６９．８ 

 

 ② 附帯事業収入 

事 業 箇 所 名 予 定 収 入 路  線  延  長  (㎞) 

市 川 ・ 豊 富 休 憩 所 22,871 
レストラン・売店（市川）、コンビニ(豊富南行)、 
自動販売機(市川、豊富北行、和田山南行) 

 

⑵ 支  出 

 ① 維持修繕計画 

事 業 箇 所 名 予 算 額 主    な    内    容 

播 但 連 絡 道 路 4,356,400 

大規模修繕に係る橋梁補修・橋梁耐震化、除草、設備

保守点検、雪氷対策、道路法面補修、姫路 JCT 井桁擁

壁補修、橋梁・トンネル定期点検、道路舗装、高圧受

変電設備・トンネル非常警報板装置等更新等 

遠 阪 ト ン ネ ル 160,000 
路面清掃、除草、設備保守点検、雪氷対策、遠方監視

制御設備更新、橋梁定期点検等 

計 4,516,400  

 

(単位：千円) 

(単位：千円) 

(単位：千円) 



 

 ② 業務委託計画  

事 業 箇 所 名 予 算 額 主    な    内    容 

播 但 連 絡 道 路 1,156,406 
料金収受業務、交通管理業務、清掃業務、料金収受機

器・ETC 設備等保守点検業務等 

遠 阪 ト ン ネ ル 91,146 
料金収受業務、交通管理業務、料金収受機器・ETC 設

備等保守点検業務等 

市 川 ・ 豊 富 休 憩 所 3,426 清掃業務 

計 1,250,978  

 

③ 施設改良計画 

事 業 箇 所 名 予 算 額 主    な    内    容 

播 但 連 絡 道 路 292,638 ETC 設備、道路パトロール車 1 台更新 

遠 阪 ト ン ネ ル 46,750 雪氷車両 1 台更新 

市 川 ・ 豊 富 休 憩 所 791 豊富ＰＡ北行空調機 1 台更新 

計 340,179  

 

 

 

(単位：千円) 

(単位：千円) 



 

３ 収入支出予算 

 

⑴ 収  入  

予  算  科  目 
予    算    額 

令和３年度当初予算 令和２年度当初予算 

(款) (項) 

事 業 収 入 

業 務 収 入 

(播但連絡道路料金収入 ) 

(遠阪トンネル料金収入 ) 

(休 憩 所 収 入 ) 

(業 務 雑 収 入 ) 

業 務 外 収 入 

資 本 的 収 入 

公  社  債  券 

 

５，１５４，７０６ 

５，１４４，７２９ 

（４，２８８，６６２） 

（８３０，７７２） 

（２２，８７１） 

（２，４２４） 

９，９７７ 

３１，２００，０００ 

３１，２００，０００ 

６，０８５，８５６ 

６，０７５，１３７ 

（５，０８５，３９９） 

（９６２，１４８） 

（２５，１６３） 

（２，４２７） 

１０，７１９ 

６，２００，０００ 

６，２００，０００ 

合 計 ３６，３５４，７０６ １２,２８５，８５６ 

対 前 年 度 比 ( ％ ) ２９５．９ ９８．３ 

 

 

 

  

(単位：千円) 



 

 

⑵ 支  出 

予  算  科  目 
予    算    額 

令和３年度当初予算 令和２年度当初予算 

(款) (項) 

事 業 費 用 

業 務 管 理 費 

(播但連絡道路管理費 ) 

(遠阪トンネル管理費 ) 

(休 憩 所 管 理 費 ) 

一 般 管 理 費 

業 務 外 費 用 

資 本 的 支 出 

施 設 改 良 費 

償 還 金 

 

６，５７６，８１３ 

６，３３６，５３１ 

（６，０１７，６９１） 

（３０４，８０１） 

（１４，０３９） 

１３４，１６７ 

１０６，１１５ 

３０，３１８，１９９ 

３４０，１７９ 

２９，９７８，０２０ 

 

５，９６６，２２８ 

５，７０７，４７４ 

（５，３５０，１０２） 

（３３６，９２３） 

（２０，４４９） 

１３６，２６４ 

１２２，４９０ 

６，６０３，９０２ 

１５，６１１ 

６，５８８，２９１ 

合 計 ３６，８９５，０１２ １２，５７０，１３０ 

対 前 年 度 比 ( ％ ) ２９３．５ ９６．１ 

 

(単位：千円) 



 

施設改良費
340,179千円
(0.9％)

令和３事業年度収入支出当初予算構成図 

 

 ⑴ 収入 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑵ 支出  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

播但連絡道路料金収入 
4,288,662 千円 
(11.8％) 

事業収入 
5,154,7066 千円 
(14.2％) 

休憩所・業務雑収入 
業務外収入 
35,272 千円 
(0.1％) 

遠阪トンネル管理費 
304,801 千円 
(0.8％) 

 
 

遠阪トンネル料金収入 
830,772 千円 
(2.3％) 

公社債券 
31,200,000 千円 
(85.8％) 

播但連絡道路管理費 
6,017,691 千円 
(16.3％) 

資本的支出 
30,318,199 千円 
(82.2％) 

事業費用 
6,576,813 千円 
(17.8％) 

資本的収入 
31,200,000 千円 
(85.8％) 

償 還 金 
29,978,020 千円 
(81.3％) 

休憩所・一般管理費 
業務外費用 
254,321 千円 
(0.7％) 


